
今月の特集
第52回大山乳業農協通常総会
現場潜入
大山乳業農協の牛乳ができるまで

2019年度新入職員紹介
指導課通信
大山乳業農協からのお知らせ

平成 3 1 年 4 月号
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鳥
取
県
優
秀
経
営
農
林
水
産
業
者

　知  

事  

賞

良
質
生
乳
出
荷
者
表
彰

　【琴
浦
町
】

　　【大
山
町
】

　【琴
浦
町
】

　【大
山
町
】

　【琴
浦
町
】

　【倉
吉
市
】

　【岩
美
町
】

　【南
部
町
】

（
大
山
町
）

（
連
続
５
回
）

（
連
続
４
回
）

（
連
続
３
回
）

（
連
続
３
回
）

（
連
続
３
回
）

（
連
続
３
回
）

（
連
続
３
回
）

（
連
続
２
回
）

（
連
続
２
回
）

（
連
続
２
回
）

西
山
　
友
之

横
山
　
　
昭

石
賀
　
英
男

近
藤
　
　
弘

池
山
　
晃
宏

手
嶋
　
和
博

山
下
　
正
太

西
山
　
友
之

（
同
）前
田
牧
場

川
本
　
和
昭

（
株
）ブ
ッ
シ
ュ
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ

　小
前
　
孝
夫

坂
本
　
洋
暁

陰
山
　
光
彦

千
草
　
博
行

武
本
　
正
道

影
井
　
正
美

岡
本
　
公
宏

上
村
　
隆
光

板
持
　
悦
夫

【
第
１
号
議
案
】

【
第
２
号
議
案
】

【
第
３
号
議
案
】

【
第
４
号
議
案
】

【
第
５
号
議
案
】

【
第
６
号
議
案
】

　【
第
７
号
議
案
】

【
第
８
号
議
案
】

【
第
９
号
議
案
】

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
69
年
度（
平
成
30
年
度
）事
業
報
告
、
貸

借
対
照
表
、損
益
計
算
書
、注
記
表
、附
属

明
細
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ

い
て

第
70
年
度（
平
成
31
年
度
）事
業
計
画
の
設

定
に
つ
い
て

　第
70
年
度（
平
成
31
年
度
）指
導
経
費
の
賦

課
金
の
額
、
賦
課
方
法
、
徴
収
時
期
並
び

に
徴
収
方
法
の
決
定
に
つ
い
て

第
70
年
度
（
平
成
31
年
度
）
理
事
の
報
酬

額
の
決
定
に
つ
い
て

　第
70
年
度
（
平
成
31
年
度
）
監
事
の
報
酬

額
の
決
定
に
つ
い
て

第
70
年
度（
平
成
31
年
度
）余
裕
金
の
預
け

入
れ
先
銀
行
の
指
定
に
つ
い
て

第
70
年
度（
平
成
31
年
度
）加
入
金
の
額
及

び
払
込
方
法
の
決
定
に
つ
い
て

第
70
年
度（
平
成
31
年
度
）団
体
等
に
対
す

る
出
資
又
は
出
え
ん
に
つ
い
て

琴
浦
町
の
三
浦
勝
美
氏
を
議
長
に
選
任
し
、

総
会
に
提
出
さ
れ
た
左
記
９
議
案
は
、原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

組合長あいさつ

永原次長徳永常務坂根参事畑理事長

平
成
30
年
度
表
彰敬

称
略

　
平
成
31
年
３
月
25
日
（
月
）
に
第
52
回
通

常
総
会
が
、
ジ
ャ
コ
ム
中
央
ト
ピ
ア
店
３
階

大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

谷
永
理
事
に
よ
る
発
声
の
も
と
、参
加
者
全

員
に
よ
る
組
合
綱
領
唱
和
が
行
わ
れ
た
後
、

小
前
組
合
長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　
そ
の
後
来
賓
と
し
て
鳥
取
県
農
林
水
産

部
次
長
の
永
原
知
明
氏
、
全
国
酪
農
業
協
同

組
合
連
合
会
常
務
理
事
の
徳
永
幸
男
氏
、
鳥

取
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
参
事
の
坂
根

康
之
氏
、
京
都
生
活
協
同
組
合
理
事
長
の 

畑
忠
男
氏
よ
り
祝
辞
を
賜
り
、
ま
た
鳥
取
県

生
活
協
同
組
合
理
事
長
の
浜
江
隆
二
氏
に

も
ご
出
席
を
賜
り
ま
し
た
。　

第
52
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

良質生乳出荷者表彰のようす

　
３
月
30
日（
土
）、京
都
市
勧
業
館
み
や
こ

め
っ
せ
に
て
京
都
生
協
「
第
21
回
商
品
大
交

流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
生
協
組
合
員
と
コ
ー
プ
商
品
な
ど
の

メ
ー
カ
ー
、
産
直
商
品
の
生
産
者
が
商
品
を

交
え
て
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
３
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
会
場
に
は
90
ブ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、『
持
ち
物
は
、
好
奇
心
だ
け
』を
テ
ー
マ

に
各
ブ
ー
ス
で
試
飲
試
食
や
食
育
体
験
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
山
乳
業
農
協
ブ
ー
ス
で
は
牛
乳
・
乳

飲
料
の
試
飲
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
菓
子
の
試

食
を
お
こ
な
っ
た
ほ
か
、
等
身
大
の
摸
擬
搾

乳
牛
を
使
っ
て
の
乳
搾
り
体
験
で
生
協
組

合
員
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
牛
乳
の
試
飲
で
は
、
１
２
０
℃
２
秒
間
殺

菌
と
72
℃
15
秒
間
殺
菌
の
２
つ
の
殺
菌
温

度
帯
の
牛
乳
で
飲
み
比
べ
を
お
こ
な
い
、
牛

乳
に
も
味
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
試
食
で
は
、
プ
チ
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
が
大

変
好
評
で
、
準
備
し
て
い
た
試
食
が
あ
っ
と

い
う
間
に
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
乳
搾
り
体
験
も
お
子
さ
ん
に
人
気

で
、
当
日
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
生
産
者
の

谷
永
英
樹
さ
ん
の
説
明
等
も
あ
り
、
良
い
体

験
が
で
き
た
と
多
く
の
方
に
喜
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
生
協
組
合
員
の
皆
さ
ん
よ
り
「
せ
い
き
ょ

う
牛
乳
を
い
つ
も
飲
ん
で
い
ま
す
」「
大
山

の
商
品
が
大
好
き
で
す
」
と
多
く
の
励
ま
し

の
声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
会
で
は
生
協
組
合
員
の
皆

さ
ん
と
直
接
顔
を
あ
わ
せ
て
、
産
直
商
品
の

良
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、
産
直

商
品
を
た
く
さ
ん
お
試
し
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
産
直
交
流
を
大
切
に
し
て
、
ま
だ

産
直
商
品
を
知
ら
な
い
方
に
も
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
　
　
　
　
（
京
都
営
業
所
　
谷
口
）

　

　
４
月
13
日
（
土
）と
14
日
（
日
）
に
コ
カ 

・

コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
内
で
開
催
さ
れ
た
日
本
海
テ
レ
ビ

開
局
60
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
60
祭
」
に
白

バ
ラ
ブ
ー
ス
が
出
店
し
、
来
場
さ
れ
た
の
お

客
様
に
白
バ
ラ
製
品
を
ご
堪
能
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
回
参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
海
テ

レ
ビ
が
日
頃
の
感
謝
を
お
伝
え
す
る
場
と

し
て
10
年
毎
に
開
催
。「
子
ど
も
た
ち
へ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
子
ど
も
達

に
人
気
の
多
彩
な
ゲ
ス
ト
と
趣
向
を
凝
ら

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
会
場
は
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
白
バ
ラ
ブ
ー
ス
で
は
、
２
０
０
ml
の
飲
料

や
お
菓
子
、
４
月
発
売
の
新
商
品
ア
イ
ス
の

白
バ
ラ
牛
乳
バ
ー
・
白
バ
ラ
コ
ー
ヒ
ー
バ
ー

を
販
売
し
、
新
商
品
を
紹
介
す
る
と
共
に
、

白
バ
ラ
ブ
ラ
ン
ド
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。　
　

　
　

京
都
生
協
「
第
21
回
商
品
大
交
流
会
」に
参
加
し
ま
し
た

営
業
所
レ
ポ
ー
ト

日
本
海
テ
レ
ビ
開
局
60
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト「
60
祭
」に
参
加
し
ま
し
た

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

多くの生協組合員の皆さんにお越しいただきました

生産者による乳搾り体験のようす 試飲試食で賑わう大山ブースのようす プチシューの試食は特に人気でした

2日間とも完売しました！！



　
３
月
30
日（
土
）、京
都
市
勧
業
館
み
や
こ

め
っ
せ
に
て
京
都
生
協
「
第
21
回
商
品
大
交

流
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
生
協
組
合
員
と
コ
ー
プ
商
品
な
ど
の

メ
ー
カ
ー
、
産
直
商
品
の
生
産
者
が
商
品
を

交
え
て
交
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
３
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
会
場
に
は
90
ブ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、『
持
ち
物
は
、
好
奇
心
だ
け
』を
テ
ー
マ

に
各
ブ
ー
ス
で
試
飲
試
食
や
食
育
体
験
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
山
乳
業
農
協
ブ
ー
ス
で
は
牛
乳
・
乳

飲
料
の
試
飲
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
菓
子
の
試

食
を
お
こ
な
っ
た
ほ
か
、
等
身
大
の
摸
擬
搾

乳
牛
を
使
っ
て
の
乳
搾
り
体
験
で
生
協
組

合
員
の
皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
牛
乳
の
試
飲
で
は
、
１
２
０
℃
２
秒
間
殺

菌
と
72
℃
15
秒
間
殺
菌
の
２
つ
の
殺
菌
温

度
帯
の
牛
乳
で
飲
み
比
べ
を
お
こ
な
い
、
牛

乳
に
も
味
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
試
食
で
は
、
プ
チ
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
が
大

変
好
評
で
、
準
備
し
て
い
た
試
食
が
あ
っ
と

い
う
間
に
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
乳
搾
り
体
験
も
お
子
さ
ん
に
人
気

で
、
当
日
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
生
産
者
の

谷
永
英
樹
さ
ん
の
説
明
等
も
あ
り
、
良
い
体

験
が
で
き
た
と
多
く
の
方
に
喜
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
生
協
組
合
員
の
皆
さ
ん
よ
り
「
せ
い
き
ょ

う
牛
乳
を
い
つ
も
飲
ん
で
い
ま
す
」「
大
山

の
商
品
が
大
好
き
で
す
」
と
多
く
の
励
ま
し

の
声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
交
流
会
で
は
生
協
組
合
員
の
皆

さ
ん
と
直
接
顔
を
あ
わ
せ
て
、
産
直
商
品
の

良
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、
産
直

商
品
を
た
く
さ
ん
お
試
し
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
産
直
交
流
を
大
切
に
し
て
、
ま
だ

産
直
商
品
を
知
ら
な
い
方
に
も
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
　
　
　
　
（
京
都
営
業
所
　
谷
口
）

　

　
４
月
13
日
（
土
）と
14
日
（
日
）
に
コ
カ 

・

コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
内
で
開
催
さ
れ
た
日
本
海
テ
レ
ビ

開
局
60
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
60
祭
」
に
白

バ
ラ
ブ
ー
ス
が
出
店
し
、
来
場
さ
れ
た
の
お

客
様
に
白
バ
ラ
製
品
を
ご
堪
能
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
回
参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本
海
テ

レ
ビ
が
日
頃
の
感
謝
を
お
伝
え
す
る
場
と

し
て
10
年
毎
に
開
催
。「
子
ど
も
た
ち
へ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
子
ど
も
達

に
人
気
の
多
彩
な
ゲ
ス
ト
と
趣
向
を
凝
ら

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
会
場
は
多
く
の
来
場
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
白
バ
ラ
ブ
ー
ス
で
は
、
２
０
０
ml
の
飲
料

や
お
菓
子
、
４
月
発
売
の
新
商
品
ア
イ
ス
の

白
バ
ラ
牛
乳
バ
ー
・
白
バ
ラ
コ
ー
ヒ
ー
バ
ー

を
販
売
し
、
新
商
品
を
紹
介
す
る
と
共
に
、

白
バ
ラ
ブ
ラ
ン
ド
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。　
　

　
　

京
都
生
協
「
第
21
回
商
品
大
交
流
会
」に
参
加
し
ま
し
た

営
業
所
レ
ポ
ー
ト

日
本
海
テ
レ
ビ
開
局
60
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト「
60
祭
」に
参
加
し
ま
し
た

イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

多くの生協組合員の皆さんにお越しいただきました

生産者による乳搾り体験のようす 試飲試食で賑わう大山ブースのようす プチシューの試食は特に人気でした

2日間とも完売しました！！



　
製
品
検
査
は
、
製
造
ラ
イ
ン
か
ら
製
品

を
抜
き
取
り
、
検
査
を
行
い
ま
す
。こ
こ

で
製
品
に
適
さ
な
い
と
判
断
さ
れ
る
と
、

出
荷
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
検
査
を
担
当
す
る
の
は
、
品
質
管
理
部

の
職
員
。牛
乳
を
製
造
す
る
工
場
は
、
基

本
的
に
毎
日
稼
動
し
て
い
ま
す
。そ
の
た

め
、
製
造
に
携
わ
る
職
員
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
検
査
部
門
も
工
場
と
同
じ
く
交
代

制
で
日
々
、製
品
と
向
き
合
い
ま
す
。

　
製
品
検
査
で
の
検
査
項
目
は
、
大
き
く

分
け
て「
細
菌
検
査
」、「
成
分
検
査
」、「
官

能
検
査
」
の
３
つ
で
す
。大
山
乳
業
農
協

で
は
、
検
査
技
術
の
向
上
の
た
め
関
連
部

署
を
対
象
に
月
に
１
度
、
官
能
検
査
講
習

会
を
実
施
す
る
な
ど
、
常
に
厳
し
い
基
準

で
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

乳
は
１
日
に
約
２
０
０
本
販
売
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。店
頭
に
並
ぶ
ま
で
の
物
流
を

早
速
追
跡
開
始
で
す
！

　
物
流
課
か
ら
出
荷
さ
れ
た
白
バ
ラ
牛
乳

は
、
ま
ず
米
子
市
に
あ
る「
ま
る
ご
う
」の
商

品
セ
ン
タ
ー
へ
納
品
さ
れ
ま
す
。セ
ン
タ
ー

で
は
各
店
舗
ご
と
に
仕
分
け
さ
れ
、
次
の
日

の
朝
に
は
各
店
舗
へ
納
品
さ
れ
ま
す
。早
け

れ
ば
、
製
品
が
出
荷
さ
れ
て
か
ら
２
日
後
に

は
、店
頭
に
並
べ
ら
れ
ま
す
。

　
売
り
場
を
覗
く
と
、Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
ダ
ミ
ー
を

使
っ
て
白
バ
ラ
牛
乳
が
お
客
様
の
目
に
つ

き
や
す
い
工
夫
も
し
て
頂
い
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、「
鳥
取
県
生
活
協
同
組
合
」は
量

販
店
と
は
異
な
り
、
鳥
取
県
内
の
生
協
組

合
員
に
商
品
を
配
達
し
て
い
ま
す
。毎

週
、
商
品
カ
タ
ロ
グ
が
組
合
員
に
配
ら

れ
、
そ
こ
か
ら
商
品
を
選
ん
で
注
文
し
、

注
文
の
翌
週
に
組
合
員
に
商
品
が
配
達

さ
れ
ま
す
。鳥
取
県
生
協
の
商
品
カ
タ
ロ

グ
で
は
、
大
山
乳
業
農
協
の
牛
乳
は
「
産

　

１．どの製品も検査を経て皆さんの元へ
２．各ルート毎に冷蔵庫の製品がトラックへ
３．カウィーがついたトラックで出発！
４．まるごうの店舗にはずらりと白バラ牛乳が！
５. ご協力ありがとうございます（米子南店）
６. 今日も産直コープ牛乳を見つけました！
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出
来
上
が
っ
た

製
品
の
行
方

２

３
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５
６

直
コ
ー
プ
牛
乳
」
と
し
て
お
客
様
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
量
販
店
と
同
様
に
物
流
課
冷
蔵
庫
か

ら
出
荷
さ
れ
た
産
直
コ
ー
プ
牛
乳
は
、
鳥

取
市
河
原
町
に
あ
る
鳥
取
県
生
協
商
品

セ
ン
タ
ー
へ
納
品
さ
れ
ま
す
。同
日
の
午

前
11
時
か
ら
組
合
員
・
班
ご
と
に
商
品

が
仕
分
け
さ
れ
、
午
後
４
時
頃
に
は
、
県

内
に
４
カ
所
あ
る
支
所
（
東
部
・
河
原
・

中
部
・
西
部
）
に
商
品
が
移
動
し
ま
す
。

翌
日
、
各
支
所
よ
り
組
合
員
に
配
達
さ

れ
、商
品
が
手
元
に
届
き
ま
す
。

　
今
日
も
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

の
言
葉
と
共
に
、
産
直
コ
ー
プ
牛
乳
が
組

合
員
の
元
へ
リ
レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。

　　
今
回
は
、
パ
ッ
ク
の
牛
乳
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
ま
し
た
が
、
次
月
号
は
大
山
乳
業

農
協
の
宅
配
牛
乳
の
配
達
現
場
へ
潜
入

し
ま
す
。お
楽
し
み
に
！
　
　
　

　

　
出
荷
前
の
検
査
を
無
事
通
過
し
た
製

品
は
、
ま
ず
物
流
課
の
冷
蔵
庫
に
移
動
し

ま
す
。広
い
冷
蔵
庫
内
は
、
隅
々
ま
で
冷

気
が
行
き
渡
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
防

寒
着
を
着
て
仕
分
け
作
業
を
す
る
ほ
ど
。

し
っ
か
り
冷
え
た
製
品
は
保
冷
車
で
各

取
引
先
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
鳥
取
県
内
の
量
販
店
「
ま
る
ご

う
」様
と
生
協「
鳥
取
県
生
活
協
同
組
合
」様

に
ご
協
力
頂
き
、
白
バ
ラ
牛
乳
が
出
荷
さ
れ

て
か
ら
消
費
者
に
届
く
ま
で
の
流
れ
を
紹

介
し
ま
す
。

　
ま
る
ご
う
グ
ル
ー
プ
は
県
内
を
中
心
に

26
店
舗
を
運
営
す
る
鳥
取
県
で
は
馴
染
み

の
あ
る
量
販
店
で
す
。１
店
舗
あ
た
り
１
日

２
０
０
０
人
ほ
ど
の
お
客
様
が
来
店
さ
れ

る
「
ま
る
ご
う
米
子
南
店
」
で
は
白
バ
ラ
牛

※営業時間 9:00 ～ 22:00

　先
月
号
で
は
、
工
場
内
に
受
入
れ
た
生
乳

が
殺
菌
な
ど
の
工
程
を
経
て
、
製
品
に
な
る

ま
で
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　今
回
は
完
成
し
た
製
品
「
白
バ
ラ
牛
乳
」

が
、
ど
の
よ
う
に
工
場
か
ら
出
荷
さ
れ
、
皆

さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
の
か
、
製
品
検
査
の

現
場
、
そ
し
て
お
客
様
の
手
に
届
く
ま
で
を

探
っ
て
き
ま
し
た
。

　皆
さ
ん
が
普
段
よ
く
目
に
す
る
包
材
に

詰
め
ら
れ
、
白
バ
ラ
牛
乳
が
製
造
ラ
イ
ン
を

進
ん
で
き
ま
す
。し
か
し
、
す
ぐ
さ
ま
ト

ラ
ッ
ク
に
載
せ
て
出
発
と
は
い
き
ま
せ
ん
。

　受
入
れ
時
の
検
査
を
通
過
し
た
生
乳
を

使
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
状
態
で
は
ま

だ
、安
心
・
安
全
と
は
言
え
な
い
の
で
す
。

　大
山
乳
業
農
協
の
製
品
は
、
私
達
の
手

を
離
れ
て
か
ら
決
め
ら
れ
た
期
間
、
皆
さ

ん
に
安
心
・
安
全
な
製
品
と
し
て
、
口
に

運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
最
後
の
検
査
が

待
っ
て
い
ま
す
。製
品
出
荷
前
の
最
終
工

程
と
な
る「
製
品
検
査
」で
す
。
　
　

製
品
検
査
を
通
過
し
て

い
よ
い
よ
皆
さ
ん
の
手
元
へ

大山乳業農協の
牛乳ができるまで

《第４回  製品検査・販売編》

白
バ
ラ
牛
乳
は

出
来
立
て
が

安
心
・
安
全
？
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イ
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か
ら
製
品
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ま
す
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こ
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。
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携
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検
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。

　

乳
は
１
日
に
約
２
０
０
本
販
売
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。店
頭
に
並
ぶ
ま
で
の
物
流
を

早
速
追
跡
開
始
で
す
！

　
物
流
課
か
ら
出
荷
さ
れ
た
白
バ
ラ
牛
乳

は
、
ま
ず
米
子
市
に
あ
る「
ま
る
ご
う
」の
商

品
セ
ン
タ
ー
へ
納
品
さ
れ
ま
す
。セ
ン
タ
ー

で
は
各
店
舗
ご
と
に
仕
分
け
さ
れ
、
次
の
日

の
朝
に
は
各
店
舗
へ
納
品
さ
れ
ま
す
。早
け

れ
ば
、
製
品
が
出
荷
さ
れ
て
か
ら
２
日
後
に

は
、店
頭
に
並
べ
ら
れ
ま
す
。

　
売
り
場
を
覗
く
と
、Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
ダ
ミ
ー
を

使
っ
て
白
バ
ラ
牛
乳
が
お
客
様
の
目
に
つ

き
や
す
い
工
夫
も
し
て
頂
い
て
い
ま
し
た
。

　
一
方
、「
鳥
取
県
生
活
協
同
組
合
」は
量

販
店
と
は
異
な
り
、
鳥
取
県
内
の
生
協
組

合
員
に
商
品
を
配
達
し
て
い
ま
す
。毎

週
、
商
品
カ
タ
ロ
グ
が
組
合
員
に
配
ら

れ
、
そ
こ
か
ら
商
品
を
選
ん
で
注
文
し
、

注
文
の
翌
週
に
組
合
員
に
商
品
が
配
達

さ
れ
ま
す
。鳥
取
県
生
協
の
商
品
カ
タ
ロ

グ
で
は
、
大
山
乳
業
農
協
の
牛
乳
は
「
産

　

１．どの製品も検査を経て皆さんの元へ
２．各ルート毎に冷蔵庫の製品がトラックへ
３．カウィーがついたトラックで出発！
４．まるごうの店舗にはずらりと白バラ牛乳が！
５. ご協力ありがとうございます（米子南店）
６. 今日も産直コープ牛乳を見つけました！

１

出
来
上
が
っ
た

製
品
の
行
方

２

３
４

５
６

直
コ
ー
プ
牛
乳
」
と
し
て
お
客
様
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　
量
販
店
と
同
様
に
物
流
課
冷
蔵
庫
か

ら
出
荷
さ
れ
た
産
直
コ
ー
プ
牛
乳
は
、
鳥

取
市
河
原
町
に
あ
る
鳥
取
県
生
協
商
品

セ
ン
タ
ー
へ
納
品
さ
れ
ま
す
。同
日
の
午

前
11
時
か
ら
組
合
員
・
班
ご
と
に
商
品

が
仕
分
け
さ
れ
、
午
後
４
時
頃
に
は
、
県

内
に
４
カ
所
あ
る
支
所
（
東
部
・
河
原
・

中
部
・
西
部
）
に
商
品
が
移
動
し
ま
す
。

翌
日
、
各
支
所
よ
り
組
合
員
に
配
達
さ

れ
、商
品
が
手
元
に
届
き
ま
す
。

　
今
日
も
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

の
言
葉
と
共
に
、
産
直
コ
ー
プ
牛
乳
が
組

合
員
の
元
へ
リ
レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。

　　
今
回
は
、
パ
ッ
ク
の
牛
乳
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
ま
し
た
が
、
次
月
号
は
大
山
乳
業

農
協
の
宅
配
牛
乳
の
配
達
現
場
へ
潜
入

し
ま
す
。お
楽
し
み
に
！
　
　
　

　

　
出
荷
前
の
検
査
を
無
事
通
過
し
た
製

品
は
、
ま
ず
物
流
課
の
冷
蔵
庫
に
移
動
し

ま
す
。広
い
冷
蔵
庫
内
は
、
隅
々
ま
で
冷

気
が
行
き
渡
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
防

寒
着
を
着
て
仕
分
け
作
業
を
す
る
ほ
ど
。

し
っ
か
り
冷
え
た
製
品
は
保
冷
車
で
各

取
引
先
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
は
、
鳥
取
県
内
の
量
販
店
「
ま
る
ご

う
」様
と
生
協「
鳥
取
県
生
活
協
同
組
合
」様

に
ご
協
力
頂
き
、
白
バ
ラ
牛
乳
が
出
荷
さ
れ

て
か
ら
消
費
者
に
届
く
ま
で
の
流
れ
を
紹

介
し
ま
す
。

　
ま
る
ご
う
グ
ル
ー
プ
は
県
内
を
中
心
に

26
店
舗
を
運
営
す
る
鳥
取
県
で
は
馴
染
み

の
あ
る
量
販
店
で
す
。１
店
舗
あ
た
り
１
日

２
０
０
０
人
ほ
ど
の
お
客
様
が
来
店
さ
れ

る
「
ま
る
ご
う
米
子
南
店
」
で
は
白
バ
ラ
牛

※営業時間 9:00 ～ 22:00

　先
月
号
で
は
、
工
場
内
に
受
入
れ
た
生
乳

が
殺
菌
な
ど
の
工
程
を
経
て
、
製
品
に
な
る

ま
で
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

　今
回
は
完
成
し
た
製
品
「
白
バ
ラ
牛
乳
」

が
、
ど
の
よ
う
に
工
場
か
ら
出
荷
さ
れ
、
皆

さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
の
か
、
製
品
検
査
の

現
場
、
そ
し
て
お
客
様
の
手
に
届
く
ま
で
を

探
っ
て
き
ま
し
た
。

　皆
さ
ん
が
普
段
よ
く
目
に
す
る
包
材
に

詰
め
ら
れ
、
白
バ
ラ
牛
乳
が
製
造
ラ
イ
ン
を

進
ん
で
き
ま
す
。し
か
し
、
す
ぐ
さ
ま
ト

ラ
ッ
ク
に
載
せ
て
出
発
と
は
い
き
ま
せ
ん
。

　受
入
れ
時
の
検
査
を
通
過
し
た
生
乳
を

使
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
状
態
で
は
ま

だ
、安
心
・
安
全
と
は
言
え
な
い
の
で
す
。

　大
山
乳
業
農
協
の
製
品
は
、
私
達
の
手

を
離
れ
て
か
ら
決
め
ら
れ
た
期
間
、
皆
さ

ん
に
安
心
・
安
全
な
製
品
と
し
て
、
口
に

運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
最
後
の
検
査
が

待
っ
て
い
ま
す
。製
品
出
荷
前
の
最
終
工

程
と
な
る「
製
品
検
査
」で
す
。
　
　

製
品
検
査
を
通
過
し
て

い
よ
い
よ
皆
さ
ん
の
手
元
へ

大山乳業農協の
牛乳ができるまで

《第４回  製品検査・販売編》

白
バ
ラ
牛
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出
来
立
て
が

安
心
・
安
全
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先
月
ま
で
営
業
課
や
営
業
所

の
職
員
が
オ
ス
ス
メ
製
品
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。

　今
月
は
小
前
組
合
長
の
オ
ス

ス
メ
製
品
の
紹
介
で
す
！

　　
私
の
オ
ス
ス
メ
の
製
品
は「
の

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」で
す
。

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
含
ま
れ
て
い

る
乳
酸
菌
は
お
腹
の
調
子
を
整

え
る
働
き
も
し
ま
す
し
、
牛
乳

が
少
し
苦
手
と
い
う
方
に
も
比

較
的
飲
み
や
す
い
製
品
だ
と
思

い
ま
す
。

　
私
は
宅
配
で
７
５
０
ｇ
の
ボ

ト
ル
タ
イ
プ
の
白
バ
ラ
の
む

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
配
達
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
し
、
関
西
方
面
に

出
張
に
出
か
け
る
と
き
は
、必
ず

と
言
っ
て
い
い
程
１
８
０
ｇ
の
、

鳥
取
大
山
の
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
を

買
っ
て
飲
ん
で
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
飲
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

　皆さん今年のお花見には行かれまし
たでしょうか。「お花見」と言えば、ほとん
どの人が桜の花を連想するくらい、桜は
日本人に馴染み深いものです。
　日本には桜の名所が数々ありますが、
植えられている桜のほとんどは「ソメイ
ヨシノ」という品種です。ソメイヨシノは
江戸時代末期に作出され、明治以降に
接ぎ木によって全国に広まりました。
　というわけで、日本に植えられている
ソメイヨシノは全て、１本の原木より複
製されたクローン個体なのです。全ての
個体が同じ遺伝子を持っているため、ソ
メイヨシノは一斉に咲き乱れ、散ってい
くのです。
　また、桜は自家不和合性という性質が
あり、同一個体の花粉では受粉をしませ
ん。クローンであるソメイヨシノは全て
の花が同じものとなるので、人間が手を
加えなければ、ソメイヨシノという「品種」
は絶滅してしまうのです。
　最後に１つ問題です。桜には開花を知
らせる標本木というものがあります。東
京は靖国神社の標本木が有名ですが、
鳥取県の標本木はどこにあるかご存知
ですか？答えはこのページの下にありま
すので、答え合わせしてみてください。
　さて、春は出会いと別れの季節といい
ますが、実は「月刊エンドーさん」は今月
号をもって最後となります。お付き合い
いただきありがとうございました。
　次の筆者が誰なのか、来月号は私も
読者として楽しみにしたいと思います。

※月刊エンドーさんの答え：鳥取城跡 久松公園

白バラ牛乳と同じくらいオススメです

皆
さ
ん「
自
慢
の
牛
乳
」「
私
は
白
バ
ラ
牛
乳

を
飲
ん
で
大
き
く
な
っ
た
ん
だ
！
」
と
応
援

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。こ
こ
数
年
で
「
白
バ

ラ
フ
ァ
ン
」
は
県
内
だ
け
で
な
く
県
外
に
も

広
が
る
中
、
や
は
り
彼
ら
も
白
バ
ラ
牛
乳
を

飲
ん
で
育
ち
、
白
バ
ラ
製
品
が
好
き
な
「
白

バ
ラ
フ
ァ
ン
」
の
１
人
。大
山
乳
業
農
協
が

大
切
に
し
て
き
た
製
品
づ
く
り
の
精
神
は
、

次
の
世
代
へ
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
創
立
73
年
を
迎
え
る
大
山
乳

業
農
協
は
、創
立
１
０
０
年
ま
で
あ
と
27
年
。

　
創
立
１
０
０
年
を
迎
え
る
そ
の
頃
、
彼
ら

が
ど
の
よ
う
に
次
の
世
代
へ
大
山
乳
業
農

協
を
受
け
継
い
で
い
く
の
か
、
楽
し
み

で
す
。

　
彼
ら
を
応
援
す
る
の
は
、
先
輩
職
員
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
酪
農
研
修
で
は
、
３
戸
の
酪
農
家
の
皆
さ

ん
が
新
入
職
員
を
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
、

そ
の
中
の
１
戸
で
は
、
田
中
代
表
監
事
が
搾

乳
を
終
え
る
と
、
新
入
職
員
へ
ご
自
身
が
酪

農
に
向
き
合
う
思
い
や
、
鳥
取
県
の
酪
農
に

つ
い
て
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
田
中
代
表
監
事
か
ら
贈
ら
れ
た
激
励
の

言
葉
を
１
つ
１
つ
受
け
取
る
よ
う
に
、
真
剣

な
表
情
で
田
中
代
表
監
事
の
目
を
見
て
話

を
聞
く
新
入
職
員
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

新
入
職
員
紹
介（
順
不
同
）

原
田
　裕
史
　（
指
導
課
）

山
﨑
　瑞
季
　（製
造
管
理
課
）

大
曲
　純
矢
　（製
造
管
理
課
）

木
田
　幸
宏
　（
乳
製
品
課
）

村
崎
　愁
華
　（デ
ザ
ー
ト
課
）

長
谷
川

　梨乃
　（デ
ザ
ー
ト
課
）

徳
岡
　裕
子
　（デ
ザ
ー
ト
課
）

山
根
　千
尋
　（品
質
管
理
課
）
　
　

鈴
木
　も
と
　（製
品
開
発
セ
ン
タ
ー
）

磯
田
　雅
充
　（
営
業
課
）

中
林
　
　凌
　（
営
業
課
）

松
尾
　菜
穂
　（
営
業
課
）

前
田
　優
作
　（京
都
営
業
所
）

　
今
や
鳥
取
県
民
の
ソ
ウ
ル
ド
リ
ン
ク
と

言
わ
れ
る
事
も
増
え
て
き
た
白
バ
ラ
牛
乳
。

「
１
人
で
も
多
く
の
人
が
白
バ
ラ
製

品
の
フ
ァ
ン
に
」
彼
ら
は
新
し
い
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
す

今
年
度
新
卒
採
用
の
10

名
が
担
当
す
る
ス
タ
ッ

フ
ブ
ロ
グ（
毎
週
水
曜
日

更
新
）も
、是
非
ご
覧
く

だ
さ
い
！

花
を
咲
か
せ
、
消
費
者
に
相
応
し
い
組
合
を

目
指
し
て
新
し
い
時
代
を
進
ん
で
行
き
た

い
と
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。

新
し
い
時
代
に
も

「
白
バ
ラ
」の
花
を
咲
か
せ
る

新
入
職
員
が
抱
く
、大
山
乳
業
農
協

白
バ
ラ
ブ
ラ
ン
ド
へ
の
想
い

　
大
山
乳
業
農
協
で
は
４
月
１
日
（
月
）
に

辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
日
付
で
異
動
辞
令
が
発
令
さ
れ
た
職

員
を
は
じ
め
、
各
課
の
先
輩
職
員
が
集
ま
る

中
、
新
入
職
員
は
小
前
組
合
長
か
ら
授
与
さ

れ
た
辞
令
書
を
見
な
が
ら
、
ま
だ
呼
び
慣
れ

な
い
自
身
の
配
属
先
を
丁
寧
に
読
み
上
げ

る
と
、
自
己
紹
介
と
抱
負
、
そ
し
て
大
山
乳

業
農
協
に
対
す
る
想
い
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
小
前
組
合
長
は
辞
令
交
付
式
の
中
で
、

「
４
月
は
年
度
が
変
わ
り
、
人
事
異
動
で
配

属
先
が
変
わ
る
な
ど
新
入
職
員
だ
け
で
な

く
、
我
々
に
と
っ
て
も
節
目
の
月
に
な
る
。

こ
れ
を
機
会
に
自
ら
が
掲
げ
た
目
標
の
達

成
に
向
け
、
気
持
ち
を
新
た
に
頑
張
っ
て
ほ

し
い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
え
を
受
け
る
立
場
か
ら
教
え
る

立
場
に
な
る
職
員
も
増
え
る
が
、
教
え
る
事

で
新
た
な
気
付
き
を
持
ち
、
自
分
の
成
長
に

も
繋
げ
て
ほ
し
い
、
と
職
員
全
員
の
成
長
を

願
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
元
号「
令
和
」が
発
表
さ
れ
た
事

に
触
れ
、「
明
日
へ
の
希
望
と
共
に
日
本
人

１
人
１
人
が
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
」
と
い

う
新
元
号
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
大
山
乳

業
農
協
と
重
ね
、
大
山
乳
業
農
協
も
白
バ
ラ

の
花
言
葉
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
大
き
な

　「
私
は
１
人
で
も
多
く
の
白
バ
ラ
フ
ァ
ン

を
増
や
し
た
い
」「
少
し
ず
つ
着
実
に
仕
事

を
覚
え
た
い
」「
ど
ん
な
と
き
も
楽
し
む
気

持
ち
を
忘
れ
ず
に
」「
ヒ
ッ
ト
商
品
を
開
発

す
る
！
」「
頼
ら
れ
る
存
在
に
な
る
」「
大
山

乳
業
農
協
の
戦
力
に
な
る
」。

　
新
入
職
員
が
発
表
し
た
抱
負
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
現
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
今
年
は
、
臨
時
職
員
か
ら
の
登
用
を
含
め

総
勢
13
名
が
入
組
。そ
の
内
の
10
名
が
新
卒

採
用
で
大
山
乳
業
農
協
へ
入
組
し
ま
し
た
。

13
人
集
ま
る
と
そ
の
個
性
も
様
々
。研
修
中

も
随
所
に
そ
の
個
性
が
表
れ
て
お
り
、
様
々

な
考
え
方
を
持
っ
た
同
期
１
人
１
人
が
お

互
い
を
刺
激
し
合
い
切
磋
琢
磨
し
て
「
次
世

代
の
大
山
乳
業
農
協
を
担
う
力
」
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
私
達
も
自
分
自
身
の
成
長
は
も
ち

ろ
ん
、
彼
ら
の
成
長
を
見
守
り
、
特
性
を
伸

ば
し
て
い
け
る
よ
う
に
大
山
乳
業
農
協
全

体
で
若
い
力
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

2019年度 辞令交付式・新入職員紹介



　
先
月
ま
で
営
業
課
や
営
業
所

の
職
員
が
オ
ス
ス
メ
製
品
を
紹

介
し
て
き
ま
し
た
。

　今
月
は
小
前
組
合
長
の
オ
ス

ス
メ
製
品
の
紹
介
で
す
！

　　
私
の
オ
ス
ス
メ
の
製
品
は「
の

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」で
す
。

　
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
含
ま
れ
て
い

る
乳
酸
菌
は
お
腹
の
調
子
を
整

え
る
働
き
も
し
ま
す
し
、
牛
乳

が
少
し
苦
手
と
い
う
方
に
も
比

較
的
飲
み
や
す
い
製
品
だ
と
思

い
ま
す
。

　
私
は
宅
配
で
７
５
０
ｇ
の
ボ

ト
ル
タ
イ
プ
の
白
バ
ラ
の
む

ヨ
ー
グ
ル
ト
を
配
達
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
し
、
関
西
方
面
に

出
張
に
出
か
け
る
と
き
は
、必
ず

と
言
っ
て
い
い
程
１
８
０
ｇ
の
、

鳥
取
大
山
の
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
を

買
っ
て
飲
ん
で
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
飲
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

　皆さん今年のお花見には行かれまし
たでしょうか。「お花見」と言えば、ほとん
どの人が桜の花を連想するくらい、桜は
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　日本には桜の名所が数々ありますが、
植えられている桜のほとんどは「ソメイ
ヨシノ」という品種です。ソメイヨシノは
江戸時代末期に作出され、明治以降に
接ぎ木によって全国に広まりました。
　というわけで、日本に植えられている
ソメイヨシノは全て、１本の原木より複
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　最後に１つ問題です。桜には開花を知
らせる標本木というものがあります。東
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号をもって最後となります。お付き合い
いただきありがとうございました。
　次の筆者が誰なのか、来月号は私も
読者として楽しみにしたいと思います。
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を
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だ
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中
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で
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思
い
や
、
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県
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お
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く
だ
さ
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ま
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た
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激
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の

言
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受
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取
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に
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真
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表
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事
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目
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話
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聞
く
新
入
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員
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姿
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象
的
で
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た
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で
も
多
く
の
人
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品
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フ
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一
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み
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ま
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毎
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水
曜
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目
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進
ん
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入
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が
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乳
業
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協
で
は
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１
日
（
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に

辞
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交
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ま
し
た
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で
異
動
辞
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課
の
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が
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自
身
の
配
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先
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自
己
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大
山
乳

業
農
協
に
対
す
る
想
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発
表
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前
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合
長
は
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式
の
中
で
、

「
４
月
は
年
度
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人
事
異
動
で
配
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先
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な
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入
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だ
け
で
な
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、
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に
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も
節
目
の
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に
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に
向
け
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持
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新
た
に
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張
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ほ

し
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ら
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ま
し
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ま
た
、
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え
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る
立
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る

立
場
に
な
る
職
員
も
増
え
る
が
、
教
え
る
事

で
新
た
な
気
付
き
を
持
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、
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て
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、
と
職
員
全
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の
成
長
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れ
ま
し
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ま
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、
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発
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に
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日
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と
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に
日
本
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思
い
を
大
山
乳

業
農
協
と
重
ね
、
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も
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に
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で
も
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る
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に
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山
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業
農
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に
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る
」。

　
新
入
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員
が
発
表
し
た
抱
負
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
が
現
れ
た
も
の
で
し
た
。

　
今
年
は
、
臨
時
職
員
か
ら
の
登
用
を
含
め

総
勢
13
名
が
入
組
。そ
の
内
の
10
名
が
新
卒

採
用
で
大
山
乳
業
農
協
へ
入
組
し
ま
し
た
。

13
人
集
ま
る
と
そ
の
個
性
も
様
々
。研
修
中

も
随
所
に
そ
の
個
性
が
表
れ
て
お
り
、
様
々

な
考
え
方
を
持
っ
た
同
期
１
人
１
人
が
お

互
い
を
刺
激
し
合
い
切
磋
琢
磨
し
て
「
次
世

代
の
大
山
乳
業
農
協
を
担
う
力
」
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
私
達
も
自
分
自
身
の
成
長
は
も
ち

ろ
ん
、
彼
ら
の
成
長
を
見
守
り
、
特
性
を
伸

ば
し
て
い
け
る
よ
う
に
大
山
乳
業
農
協
全

体
で
若
い
力
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

2019年度 辞令交付式・新入職員紹介



→

→

クレイングラス

ストロー類

→

→

→

→

輸入粗飼料の情勢

３月１５日時点の作付面積は前年同月比１２０％となっている。産地
相場については、日本および韓国からの引き合いは一貫して強い状況
が続いており、高値のまま推移している。このため、新穀の開始ととも
に日本および韓国からの買付が殺到し、産地相場のさらなる上昇が懸
念されている。

グラス系種子の総作付面積は昨年比１０２．５％と増加する。このう
ち作付面積を増やしているのは、アニュアルライグラスとトールフェ
スクで、ペレニアルライグラスの作付面積は昨年比８９．３％と減少
する。種子の生産を予測する作付面積とストローの生産量は必ずしも
比例するわけではなく、またヘーゼルナッツやホップなど他作物の生
産も増加しているため、新穀に向けて産地の生産状況を注視していく
必要がある。

→オーツヘイ → →

旱魃や収穫期の天候の影響によるオーツヘイの生産量の減少、並びに
豪州国内の畜産農家からの需要増加により、産地在庫は例年よりも逼
迫感がある。産地相場の高騰から日本向けの荷動きはやや落ち着き始
めており、韓国では新穀が開始されるとともに、積極的に輸入量を増
やしたため、その反動で直近の需要はやや弱まっている。 このような
一時的な需要の緩和は今後も定期的に見られるが、例年よりも産地の
生産量が少ないことに変わりはなく、今後の産地相場も高値のまま推
移すると考えられる。

→USチモシー → → 新穀の作付面積は、１８年産の産地相場が他作物に比べて相対的に高
値で推移したことから若干増加するものと見込まれている。

→ヘイキューブ → →

フレート →

４月に予定されていた海上運賃一斉値上げは概ね回避されたが、一部の
船社は各種チャージの値上げや、貨物が混雑している港に付加される新
たなチャージの導入を開始している。今後も同様な動きが増えていくと
予想される。大型連休中の各地コンテナヤードの稼働・営業日はまだ全
て明らかになっていないが、連休前後の引き取りや、返却などかなりの混
雑が予想される。

ビートパルプ →→ →

１月後半から２月にかけて中西部を襲った記録的寒波の余波が各方面
に出てきている。日本向けビートパルプの出荷については今のところ大
きな影響はない。主産地における新穀の作付面積は微増と予想されて
いる。米国では乳牛 / 肉牛ともに飼養頭数は増加傾向にあり、ビートパ
ルプを含む飼料需要は堅調に推移している。米中間の貿易問題により米
国産を含めた飼料用穀物の需給地図にも変化が見え始めており、ビート
パルプの新穀価格に影響を及ぼしてくると考えられる。

→カナダチモシー → → 産地相場については日本および韓国からの需要が安定していること
から、大きな変動なく堅調に推移している。

→ルーサンペレット
（デハイ） → →

→アルファルファヘイ → →

産地では例年よりも降雪量が多く雪解けが遅かったことから、新穀の
収穫に向けての作業がやや遅れている。今後の天候次第だが、コロン
ビアベースン南部では 5 月上旬、北部では 5 月中旬頃から 1 番刈の収
穫作業が始まる。産地在庫は低級品を中心に極めて逼迫した状況で、
新穀を迎えようとしている。国内外からの強い需要に対応できるかは
不透明であり、新穀の産地相場の予想では早くも強含みを唱える声が
聞こえる。

→スーダングラス → →

２０１９年２月単月のスーダンの輸入数量は前年比１１４．６％と大
きく増加している。端境期に向かいつつある中での需要増により、１８
年産の繰越在庫がほぼない状態で新穀へ突入することになる。これま
での産地の気温は昨年よりも低く、早播きスーダンの作付は昨年より
２～３週間程度遅れており、４月１日時点の作付面積は前年同月比
６４％となっている。これに伴い、収穫のスタートもやや遅れる見込
みで本格的な作業は 6 月に入ってからと予想される。
今年の種子相場は例年並みに落ち着いている。このため、昨年のよう
な播種量由来による茎のバラつきは少なくなるものと期待される。

品　目
今後の改定要因

特　記　事　項
品代 為替 フレート

公益財団法人 鳥取県畜産振興協会  乳用牛放牧預託牛成績状況報告公益財団法人 鳥取県畜産振興協会  乳用牛放牧預託牛成績状況報告

ET実績（乳牛）
※実施数、受胎率は鑑定済みのもの

年月 実施数 受胎数 受胎率

AI実績（乳牛）

年月 実施数 受胎数 受胎率

※1　種付けは、13 ヶ月以上、体高127㎝で実施
※2　妊娠牛月齢の割合及び妊娠牛中の ET の割合は、それぞれ妊娠牛中の割合

出 荷 乳 量
出荷戸数（戸）

100t 以上

80t 以上  100t 未満

60t 以上 80t 未満

40t 以上 60t 未満

20t 以上 40t 未満

10t 以上 20t 未満

10t 未満

計

牧　場　名 区分 頭数

内　　　　訳

育成牛

種付け対象牛 妊娠牛（月齢）
うち種付中

未種付 17以下 18～20 21以上
妊娠

牛中の
ET

うち妊
鑑待ち

鳥取放牧場
乳牛

割合（％）

鳥取放牧場計
乳牛

割合（％）

大山放牧場
乳牛

割合（％）

俵原牧野
乳牛

割合（％）

大山放牧場計
乳牛

割合（％）

総　　　　計
乳牛

割合（％）

548

100

548

100

459

100

0

459

100

1007

100

単位：頭　　　　平成31年3月31日現在

135

25

135

25

143

31

0

143

31

278

28

171

31

171

31

154

34

0

154

34

325

32

119

22

119

22

110

24

0

110

24

229

23

45

8

45

8

56

12

0

56

12

101

10

52

9

52

9

44

10

0

44

10

96

10

242

44

242

44

162

35

0

162

35

404

40

76

31

76

31

58

36

0

58

36

134

33

140

58

140

58

83

51

0

83

51

223

55

26

11

26

11

21

13

0

21

13

47

12

77

32

77

32

31

19

0

31

19

108

27

H30.02

H30.03

H30.04

H30.05

H30.06

H30.07

H30.08

H30.09

H30.10

H30.11

H30.12

H31.01

H30.02

H30.03

H30.04

H30.05

H30.06

H30.07

H30.08

H30.09

H30.10

H30.11

H30.12

H31.01

103

77

98

103

82

58

96

113

121

144

115

114

59

42

49

60

49

21

48

61

76

82

62

58

57%

55%

50%

58%

60%

36%

50%

54%

63%

57%

54%

51%

37

81

43

42

34

36

34

52

61

58

37

37

18

45

21

23

15

15

13

29

30

33

21

18

49%

56%

49%

55%

44%

42%

38%

56%

49%

57%

57%

49%

平成31年 平成30年

平成３1年３月分
生乳出荷量別生産者戸数

15
3
11
12
31
19
22

113(+1)

12

3 

12 

12 

36 

24 

28 

127(+1)
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→

→

クレイングラス

ストロー類

→

→

→

→

輸入粗飼料の情勢

３月１５日時点の作付面積は前年同月比１２０％となっている。産地
相場については、日本および韓国からの引き合いは一貫して強い状況
が続いており、高値のまま推移している。このため、新穀の開始ととも
に日本および韓国からの買付が殺到し、産地相場のさらなる上昇が懸
念されている。

グラス系種子の総作付面積は昨年比１０２．５％と増加する。このう
ち作付面積を増やしているのは、アニュアルライグラスとトールフェ
スクで、ペレニアルライグラスの作付面積は昨年比８９．３％と減少
する。種子の生産を予測する作付面積とストローの生産量は必ずしも
比例するわけではなく、またヘーゼルナッツやホップなど他作物の生
産も増加しているため、新穀に向けて産地の生産状況を注視していく
必要がある。

→オーツヘイ → →

旱魃や収穫期の天候の影響によるオーツヘイの生産量の減少、並びに
豪州国内の畜産農家からの需要増加により、産地在庫は例年よりも逼
迫感がある。産地相場の高騰から日本向けの荷動きはやや落ち着き始
めており、韓国では新穀が開始されるとともに、積極的に輸入量を増
やしたため、その反動で直近の需要はやや弱まっている。 このような
一時的な需要の緩和は今後も定期的に見られるが、例年よりも産地の
生産量が少ないことに変わりはなく、今後の産地相場も高値のまま推
移すると考えられる。

→USチモシー → → 新穀の作付面積は、１８年産の産地相場が他作物に比べて相対的に高
値で推移したことから若干増加するものと見込まれている。

→ヘイキューブ → →

フレート →

４月に予定されていた海上運賃一斉値上げは概ね回避されたが、一部の
船社は各種チャージの値上げや、貨物が混雑している港に付加される新
たなチャージの導入を開始している。今後も同様な動きが増えていくと
予想される。大型連休中の各地コンテナヤードの稼働・営業日はまだ全
て明らかになっていないが、連休前後の引き取りや、返却などかなりの混
雑が予想される。

ビートパルプ →→ →

１月後半から２月にかけて中西部を襲った記録的寒波の余波が各方面
に出てきている。日本向けビートパルプの出荷については今のところ大
きな影響はない。主産地における新穀の作付面積は微増と予想されて
いる。米国では乳牛 / 肉牛ともに飼養頭数は増加傾向にあり、ビートパ
ルプを含む飼料需要は堅調に推移している。米中間の貿易問題により米
国産を含めた飼料用穀物の需給地図にも変化が見え始めており、ビート
パルプの新穀価格に影響を及ぼしてくると考えられる。

→カナダチモシー → → 産地相場については日本および韓国からの需要が安定していること
から、大きな変動なく堅調に推移している。

→ルーサンペレット
（デハイ） → →

→アルファルファヘイ → →

産地では例年よりも降雪量が多く雪解けが遅かったことから、新穀の
収穫に向けての作業がやや遅れている。今後の天候次第だが、コロン
ビアベースン南部では 5 月上旬、北部では 5 月中旬頃から 1 番刈の収
穫作業が始まる。産地在庫は低級品を中心に極めて逼迫した状況で、
新穀を迎えようとしている。国内外からの強い需要に対応できるかは
不透明であり、新穀の産地相場の予想では早くも強含みを唱える声が
聞こえる。

→スーダングラス → →

２０１９年２月単月のスーダンの輸入数量は前年比１１４．６％と大
きく増加している。端境期に向かいつつある中での需要増により、１８
年産の繰越在庫がほぼない状態で新穀へ突入することになる。これま
での産地の気温は昨年よりも低く、早播きスーダンの作付は昨年より
２～３週間程度遅れており、４月１日時点の作付面積は前年同月比
６４％となっている。これに伴い、収穫のスタートもやや遅れる見込
みで本格的な作業は 6 月に入ってからと予想される。
今年の種子相場は例年並みに落ち着いている。このため、昨年のよう
な播種量由来による茎のバラつきは少なくなるものと期待される。

品　目
今後の改定要因

特　記　事　項
品代 為替 フレート

公益財団法人 鳥取県畜産振興協会  乳用牛放牧預託牛成績状況報告公益財団法人 鳥取県畜産振興協会  乳用牛放牧預託牛成績状況報告

ET実績（乳牛）
※実施数、受胎率は鑑定済みのもの

年月 実施数 受胎数 受胎率

AI実績（乳牛）

年月 実施数 受胎数 受胎率

※1　種付けは、13 ヶ月以上、体高127㎝で実施
※2　妊娠牛月齢の割合及び妊娠牛中の ET の割合は、それぞれ妊娠牛中の割合

出 荷 乳 量
出荷戸数（戸）

100t 以上

80t 以上  100t 未満

60t 以上 80t 未満

40t 以上 60t 未満

20t 以上 40t 未満

10t 以上 20t 未満

10t 未満

計

牧　場　名 区分 頭数

内　　　　訳

育成牛

種付け対象牛 妊娠牛（月齢）
うち種付中

未種付 17以下 18～20 21以上
妊娠

牛中の
ET

うち妊
鑑待ち

鳥取放牧場
乳牛

割合（％）

鳥取放牧場計
乳牛

割合（％）

大山放牧場
乳牛

割合（％）

俵原牧野
乳牛

割合（％）

大山放牧場計
乳牛

割合（％）

総　　　　計
乳牛

割合（％）

548

100

548

100

459

100

0

459

100

1007

100

単位：頭　　　　平成31年3月31日現在

135

25

135

25

143

31

0

143

31

278

28

171

31

171

31

154

34

0

154

34

325

32

119

22

119

22

110

24

0

110

24

229

23

45

8

45

8

56

12

0

56

12

101

10

52

9

52

9

44

10

0

44

10

96

10

242

44

242

44

162

35

0

162

35

404

40

76

31

76

31

58

36

0

58

36

134

33

140

58

140

58

83

51

0

83

51

223

55

26

11

26

11

21

13

0

21

13

47

12

77

32

77

32

31

19

0

31

19

108

27

H30.02

H30.03

H30.04

H30.05

H30.06

H30.07

H30.08

H30.09

H30.10

H30.11

H30.12

H31.01

H30.02

H30.03

H30.04

H30.05

H30.06

H30.07

H30.08

H30.09

H30.10

H30.11

H30.12

H31.01

103

77

98

103

82

58

96

113

121

144

115

114

59

42

49

60

49

21

48

61

76

82

62

58

57%

55%

50%

58%

60%

36%

50%

54%

63%

57%

54%

51%

37

81

43

42

34

36

34

52

61

58

37

37

18

45

21

23

15

15

13

29

30

33

21

18

49%

56%

49%

55%

44%

42%

38%

56%

49%

57%

57%

49%

平成31年 平成30年

平成３1年３月分
生乳出荷量別生産者戸数

15
3
11
12
31
19
22

113(+1)

12

3 

12 

12 

36 

24 

28 

127(+1)
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製造管理課 工場見学通路ゴールデンウィーク
特別開放のお知らせ

い
つ
も
応
援
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

間
違
い
な
く
お
世
話
に
な
り
ま
す
の
で
、

末
永
く
続
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　（
鳥
取
県
）

ど
れ
も
こ
れ
も
お
い
し
い
も
の
ば
か
り

で
商
品
選
び
に
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。今

後
も
他
に
は
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
を
期

待
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　  （
岐
阜
県
）

千
葉
か
ら
移
住
し
て
、初
め
て
白
バ
ラ
牛

乳
を
飲
ん
だ
と
き
の
、美
味
し
さ
の
感
動

は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
ま
す
！
牛
乳
っ

て
こ
ん
な
に
美
味
し
か
っ
た
っ
け
？
と
家

族
と
話
し
ま
し
た
♪
　
　
　

   
  （

鳥
取
県
）

昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
味
で
牛
乳
は
特
に

大
好
き
で
す
。赤
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
牛
の

絵
。ス
ー
パ
ー
で
も
見
つ
け
や
す
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
飲
み
続
け
て
い
き
ま
す
。美

味
し
い
牛
乳
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
島
根
県
））

白
バ
ラ
コ
ー
ヒ
ー
が
大
好
き
。こ
れ
か
ら

も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
商
品
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　  （
福
岡
県
）

白
バ
ラ
コ
ー
ヒ
ー
を
友
人
に
勧
め
ら
れ
初

め
て
飲
ん
だ
時
は
衝
撃
で
し
た
!!

め
っ
ち
ゃ
美
味
し
く
て
そ
れ
以
来
毎
朝
白

バ
ラ
牛
乳
を
飲
ん
で
ま
す
。毎
日
白
バ
ラ

牛
乳
か
ら
１
日
が
始
ま
り
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　 （
大
阪
府
）

東
京
で
は
成
城
石
井
で
買
え
る
け
ど
種

類
が
限
ら
れ
て
い
て
残
念
で
す
。日
本
中

の
バ
タ
ー
を
買
っ
た
け
ど
こ
ち
ら
の
バ

タ
ー
が
１
番
美
味
し
い
の
で
常
時
２
箱

キ
ー
プ
で
す
。　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

新商品発売のお知らせ営　業　課

営業課より４月発売の新商品のお知らせです

４/１
発 売

白バラ
牛乳バー

鳥取県産生乳をたっぷり
５０％使用。ミルク風味を大
切にした素朴な味わいのアイ
スバーです。

４/１
発 売

白バラ
コーヒーバー

鳥取県産生乳をたっぷり
５０％使用。素朴な味の白バ
ラコーヒーをアイスバーにし
ました。

４/１
発 売

大山
カラメル林檎

メル風味のチョコで包みまし
た。アイスとチョコの甘さが、
奥行きのあるカラメルのほろ
苦さと良く合います。

カラメルソー
スで味付けし
たほろ苦いり
んご果肉をア
イスと混ぜ合
わせ、キャラ

４/１
発 売

大山
ラムレーズン

に加え、ホワイトチョコで包み
ました。コーンフレークが食
感のアクセントになり、アイス
のおいしさを引き立てます。

甘い香りでき
れのあるラム
酒「オールド
ジャマイカラ
ム」をクリー
ムとレーズン

４/１
発 売

白バラ
練 乳 氷 バ ー

乳業メーカーならではのかき
氷風アイスバーです。

自家製練乳
を使用したシ
ロップに砕い
た氷を混ぜ
込み、乳風味
にこだわった

４/19
発 売

白バラ
チーズシフォン

白バラ牛乳を使ったふんわり
しっとり食感の生地に、白バラ
牛乳とクリームチーズ入りの
チーズクリームを詰め込んだ
シフォンケーキです。

　下記の日程で、牛乳・ヨーグルト工場の見学通路を
開放致します。普段は予約が必要な見学通路が見放
題！！ゴールデンウィークにご家族、ご友人、皆さんで
是非、見学通路特別開放へご来場ください。

スを気にせず、思う存分、自由にご覧いただ
くことができます。少し覗いてみようかな？と
いう方にもオススメです。また、当日は見学
通路でスタッフがお待ちしていますので、ご
質問などお気軽にお声かけください。

　通常ご予約を頂いてご案内する工場見学は、大山乳
業農協を紹介するＤＶＤを鑑賞頂き、その後見学通路
を順路に沿ってスタッフがご案内致します。
　今回の特別開放では、見学通路をご覧いただくのみ
となりますが、開催時間内であれば時間や周りのペー

2019 年５月１日（水）～５月４日（土）
9:30 ～ 13:30 まで
※受付は 13:00 までとなります

工場見学通路GW特別開放

遊びに来てね！！

Q. 予約なしで見学出来るのはとてもありがたい
　 のですが、予約制の工場見学との違いは
 　なんですか？

見学スタッフが皆さんの疑
問にお答えします。

どの商品が見られるか、来て
みてのお楽しみ♪

職員、組合員の皆様のご来場お待ちしております！
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製造管理課 工場見学通路ゴールデンウィーク
特別開放のお知らせ

い
つ
も
応
援
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

間
違
い
な
く
お
世
話
に
な
り
ま
す
の
で
、

末
永
く
続
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　（
鳥
取
県
）

ど
れ
も
こ
れ
も
お
い
し
い
も
の
ば
か
り

で
商
品
選
び
に
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。今

後
も
他
に
は
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
商
品
を
期

待
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　  （
岐
阜
県
）

千
葉
か
ら
移
住
し
て
、初
め
て
白
バ
ラ
牛

乳
を
飲
ん
だ
と
き
の
、美
味
し
さ
の
感
動

は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
ま
す
！
牛
乳
っ

て
こ
ん
な
に
美
味
し
か
っ
た
っ
け
？
と
家

族
と
話
し
ま
し
た
♪
　
　
　

   
  （

鳥
取
県
）

昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
味
で
牛
乳
は
特
に

大
好
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で
す
。赤
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
牛
の

絵
。ス
ー
パ
ー
で
も
見
つ
け
や
す
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
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続
け
て
い
き
ま
す
。美

味
し
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牛
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を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
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（
島
根
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白
バ
ラ
コ
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ヒ
ー
が
大
好
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。こ
れ
か
ら

も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
商
品
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。　
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福
岡
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白
バ
ラ
コ
ー
ヒ
ー
を
友
人
に
勧
め
ら
れ
初

め
て
飲
ん
だ
時
は
衝
撃
で
し
た
!!

め
っ
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く
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そ
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以
来
毎
朝
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ラ
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か
ら
１
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が
始
ま
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す
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で
は
成
城
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ら
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の
で
常
時
２
箱

キ
ー
プ
で
す
。　
　
　
　
　
　（
東
京
都
）

新商品発売のお知らせ営　業　課

営業課より４月発売の新商品のお知らせです

４/１
発 売

白バラ
牛乳バー

鳥取県産生乳をたっぷり
５０％使用。ミルク風味を大
切にした素朴な味わいのアイ
スバーです。

４/１
発 売

白バラ
コーヒーバー

鳥取県産生乳をたっぷり
５０％使用。素朴な味の白バ
ラコーヒーをアイスバーにし
ました。

４/１
発 売

大山
カラメル林檎

メル風味のチョコで包みまし
た。アイスとチョコの甘さが、
奥行きのあるカラメルのほろ
苦さと良く合います。

カラメルソー
スで味付けし
たほろ苦いり
んご果肉をア
イスと混ぜ合
わせ、キャラ

４/１
発 売

大山
ラムレーズン

に加え、ホワイトチョコで包み
ました。コーンフレークが食
感のアクセントになり、アイス
のおいしさを引き立てます。

甘い香りでき
れのあるラム
酒「オールド
ジャマイカラ
ム」をクリー
ムとレーズン

４/１
発 売

白バラ
練 乳 氷 バ ー

乳業メーカーならではのかき
氷風アイスバーです。

自家製練乳
を使用したシ
ロップに砕い
た氷を混ぜ
込み、乳風味
にこだわった

４/19
発 売

白バラ
チーズシフォン

白バラ牛乳を使ったふんわり
しっとり食感の生地に、白バラ
牛乳とクリームチーズ入りの
チーズクリームを詰め込んだ
シフォンケーキです。

　下記の日程で、牛乳・ヨーグルト工場の見学通路を
開放致します。普段は予約が必要な見学通路が見放
題！！ゴールデンウィークにご家族、ご友人、皆さんで
是非、見学通路特別開放へご来場ください。

スを気にせず、思う存分、自由にご覧いただ
くことができます。少し覗いてみようかな？と
いう方にもオススメです。また、当日は見学
通路でスタッフがお待ちしていますので、ご
質問などお気軽にお声かけください。

　通常ご予約を頂いてご案内する工場見学は、大山乳
業農協を紹介するＤＶＤを鑑賞頂き、その後見学通路
を順路に沿ってスタッフがご案内致します。
　今回の特別開放では、見学通路をご覧いただくのみ
となりますが、開催時間内であれば時間や周りのペー

2019 年５月１日（水）～５月４日（土）
9:30 ～ 13:30 まで
※受付は 13:00 までとなります

工場見学通路GW特別開放

遊びに来てね！！

Q. 予約なしで見学出来るのはとてもありがたい
　 のですが、予約制の工場見学との違いは
 　なんですか？

見学スタッフが皆さんの疑
問にお答えします。

どの商品が見られるか、来て
みてのお楽しみ♪

職員、組合員の皆様のご来場お待ちしております！



　新入職員の研修も折り返し
地点を迎え、いよいよ配属先
での勤務が始まります。彼らの
成長と活躍を期待しつつ、私
達も負けないように頑張って
行こうと思います。

酪農だよりに関するご意見ご感
想は下記のメールアドレスまで。
【email@dainyu.or.jp】

さく：福井チーフ　え：堀江あかね

こちらのQRコードからも
メールアドレスを取得で
きます▶

平成31年４月20日
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Dainyu-PICKUP！

Dainyu-PICKUP！

https://dainyu.or.jp

今回紹介するのは、昭和 47年９月14日発行の酪農だより第 128
号。大山乳業農協における紙容器最初の牛乳はこのテトラパック
社の機械から始まりました。

大山乳業農協の玄関マットを
リニューアルしました！！
　４月より総務入口、第一工場お客
様入口、カウィーのみるく館入口の
マットのデザインを一新しました。
　新しく設置したマットは、白バラ
マークを配置したもの、白バラ牛乳・
白バラコーヒーをイメージしたもの
の３種類です。総務入口には白バラ
マークのマットを設置し、大山乳業
農協に来られたお客様をお迎えして
います。
　第一工場お客様入口とカウィーの
みるく館には、白バラ牛乳と白バラ
コーヒーのデザインが施されたマッ
トが２週間に１度交互に設置され
ます。
　それぞれに設置されたマットは、

フリーペーパー「まま・ここっと」
に大山乳業農協が巻頭特集で
掲載されました
　鳥取で子育てを楽しむママたち
のコミュニティマガジンとして県内
の医療機関や児童館を中心に設置
しているフリーペーパー「まま・こ
こっと」の 2019年春号に大山乳業農
協の魅力をギュッと詰め込んた巻頭
特集を掲載して頂きました。
　特集では、おいしい牛乳ができる
まで～まるごと体験～と題して

ピの中から緑
色が鮮やか
な翡翠（ひす
い）団子を作
るようすが紹
介されてい
ます。
　ぜひ、ご覧
ください。

リバーズファームでの酪農体験や工
場見学、もーもーカウィクラブ
の山下敏子さんと一緒にみるくレシ

総務入口マット

第一工場入口マット

見た目が華やかになっただけでな
く、より大山乳業農協らしさにこ
だわったデザインとなりました。
　この他にオリジナルマットは、鳥
取ファーマーズガーデン、大山まき
ばみるくの里にも設置しています。


